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長
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国
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一

次
雌
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之
次
郎
山
本
位
太
渡
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照

長

岩

谷

勉

次
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辺
紋
男
川
瀬
袖
次
郎

狩
谷
常
作

常
任
要
員
会
寮
民

一

米
間
吉
ニ
岩
谷
健
次
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＠
印
要
員
長
O
印
副
委
員
長
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一

電
源
開
発
特
別
蚕
員

総
務
蚤
員
＠
松
原
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O
山
本
豊
太
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酒

井

栄

O
小

援

満

近

藤
栄

近
藤
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助
小
坂
満
清
水
伝
平

一

之
助
金
森
栄
松

九
泉
制

作

松

原

岩
谷
臨
次

－

茂

山

本

後

太

小

体
邦
司

坂

口

良

厚
生
蚕
員
＠
柏
木
文
次

O
渡

辺

秋

身

地

川

瀬

袖

次

郎

水

ル

栄

作

波

辺

下
沢
三
郎
小
椋
邦
司

上
島
栄
作

E

秋
男

米
国
吉
二

一符
政
区
岡
特
別
委
員

産
策
要
員
＠
大
村
防
次

O
川
瀬
袖
次

一

＠
山
本
牧
太

O
九
周
一則
川
作
酒
仲
介
栄

郎

金

繰

品
開
松
九
盟
関
作

仮

ロ
良

－

般
原

茂

窓

口
良
造
小
林
邦
司

造
水
島
由
民
作

一

水
島
長
作

渡
辺
秋
男
米
国
士口
二

建
設
要
員
＠
藤
田
ご
之
次
郎

O
狩
谷

一

岩
谷
健
次

常
作
上
沢
源
次
酒
井
栄

浜

田

監

一

次
郎
大
様
米
太
郎

一

監
査
蚕
員
小
林
邦
司
〈
町
議
）

m
m寅
一

吉
〈
学
識
経
験
）

臨
時
出
納
検
査
立
会
議
員
下
沢
三
郎

金
森
栄
朝
間
近
藤
栄
之
助
酒
井

栄

上
沢
源
次
大
橋
米
太
郎

泊
病
院
組
合
機
会
瞬
員

渡
辺
紋
男
坂

口
走
造
水
由
局
長
作
九
里
習

作

小

田
一
満
近
藤
栄
之
助
下
沢
三
郎

上
島
栄
作

上
沢
源
次
大
悟
米
太
郎

浜
田
蜜
次
郎

特
別
養
員
会
費
負

ハ
＠
印
接
員
長

O
印
刷
蚕
員
長
）

黒
東
市
臨
股
特
別
要
員

＠
訟
原
茂

O
柚
木
文
次
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大
村
開

＋
月

十
一
日

十
二
臼

十
八
日

一
日
五
日

町
験
日
人
事
異
動
発
令

国
体
運
営
に
関
す
る
打
合

4
耳産
業
宋
官
民
会
他
殺
護
員
会

開
催
国
体
開
催
地
訪
問
オ
1
ト

レ
ー
ス

第
九
管
区
よ
り
灯
台
現
地

調
査
に
来
町

国
体
担
炎
蹴
リ
レ

ー

天
皇
、
良
后
問
陛
下
国
体

臨
席
の
た
め
本
町
を
御
通

九
日

十
日

過

一
服
椛
U
二
十
一

名
を
も
っ
て
第
八
問
臨
時

一
金
を
千
円
口
岩
久
松
搬

第
十
三
国
体
一
般
準
硬
式

一
議
会
が
附
会
さ
れ、

終
始
手
掛
な
質
問
が
一

東
京
都
文
京
区
鳴
簡
町

野
球
附
始
式

一
当
局
側
に
あ
び
せ
ら
る
。

午
後
五
時
過
ぎ

一
喜

千

円
静
一
時
紛
糾
服
二
区
十
三

第
十
三
回
国
体
開
催

一
五

休

館
が
宜
せ
ら
れ
、
同
五
時
阿
十
分

一
金
五
千
円
脇
山
消
作
監
前
橋
市

二
一
笠
宮
妃
伽
眼
下
御
来
町

一
明
科
閥
次
の
三
議
案
原
案
ど
お
り
可
決
さ

一金
五
千
円

竹

内
武
治
蹴

グ

一れ
ま
し
た
。

一

兵
陣
県
西
宮
市
部
門
稲
荷
町

炉
問
時
間
別
養
員
会

て

、
制
日
町
財
政
再
建
計
闘
の
－
部
変
克

一
金
弐
翫
一
都
例
制
問
犠
寺
一
－
一ノ
一
六
一一

一

の
件

一
金
弐
千
円
萩
下
長
三
殿

牧
師
町
内
会
と
北
電
と
の

一
二
、
昭
和
三
十
三
年
度
朝
日
町
歳
入
歳
出

一

高
岡
市
片
旅
町
・
中
島
町

i
E

一

第
二
一
例
泊
加
更
正
予
算
・

一

法

人

出
紋
接
凸
会
管
内
雄
投
状

一

、
i

一

況
視
俊

一
一一－

似
円
町
の
職
以
給
与
に
閲
す
る
条
例

一
念
品
伊
千
円
山
崎
設
業
協
同
組
合
般

税
会
全
体
協
議
会

一

の
一
部
改
正
の
件

一
金
容
千
円
五
筒
庄
農
業
協
同
組
合
殿

第
五
田
町
民
体
育
大
会

一

へ職
員
通
勤
手
当
支
給
に
つ
い
て
片
一
金
五
千
円
犬
家
庄
農
業
協
同
組
合
殿

秋
浮
消
防
練
習

一

泊一一
K
以
上
に
つ
い
て
月
百
円
支
給
一
金
壱
千
円

鹿
段
業
協
同
組
合
殿

M
M

選
挙
管
問
蚕
日
会

『

さ
れ
る
。
〉

ト
金
五
千
円
泊
米
叡
共
同
版
児
店
殿

詩
川
郡
内
町
職
員
野
球

一昨
．
心
不
動
佐
以
松
制

u
d－－
h
．U．
一
銭

関

M
M
M
M
M
M
州説

い
同
法
律
上
O
十
一
月
一
一
一
十
日
は
、
本
年
度
個
人
事
業
一
審

千

円

北
陸
電
力
泊
営
業
所
殴

朝
日
町
の
都
市
計
画
に
一
一向
日
間
的
側
諸
幻
目
減

石
特
m
m制
比
四
日
暗
殺
齢
社
殴

つ

い

て

一

め
ま
し
ょ
号
。

一
念
多
千
円
両
越
自
動
車
妹
式
会
社
殿

朝
日
町
百
年
の
計
を
樹
て
る
た
め
H

将
一
O
十

一
月
三
十
日
は
、

臼
附
日
で
す
の
で

一
命
受
万
円
下
沢
木
材
繰
式
会
社
関

来
の
朝
日
町
の
都
市
計
爾
は
如
何
に
あ
る
一

十
二
月
一
日
の
目
も
使
宜
納
期
内
納
付

一
金
壱
万
円
新
川
定
期
間
荷
扱
所
殿

べ
き
か
ρ
と
い

4
論
文
を
左
記
に
よ
り
募
一

の
取
級
会
い
た
し
ま
す
。

一
金
八
千
円
有
限
会
社
一
松
原
硲
店
殴

集
致
し
ま
す
務
っ
て
応
募
下
さ
い

－
O
い
つ
も
の
こ
と
で
す
が
、
納
め
る
日
を

一
金
壱
万
円
県
東
自
動
車
商
会
脳

川

一

忘
れ
て
い
て
納
期
限
後
に
納
税
す
る
た

一
金
七
千
円
筒
山
相
互
銀
行
泊
支
店
殿

て

締

切

十

二
月
十
五
日

一

め
忠
わ
ぬ
延
滞
金
や
処
滞
加
算
金
を
納
一
金
参

千

円

両
越
印
刷
撞

て
送
り
先
朝
日
町
建
設
課

一

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
が
多
い
の
で
一
金
五
千
円
新
川
信
用
金
庫
泊
支
店
齢

賞

金

一

す
が
、
今
年
こ
そ
納
期
内
に
完
納
す
る

一金
壱
万
円
泊
町
民
業
協
同
組
合
齢

て

壱
匂
多
千
円
弐
等
千
円

一

ょ
う
つ
と
め
ま
せ
う
。

一
金
定
千
円
泊
精
慢
背
木
前
夜
倍
肱

ぬ
世
等
五
百
川

O
念
の
た
め
に
第
二
則
分
の
納
付
案
内
は

一
金
弐
千
円
泊
柑
機
株
式
会
社
殿

様
査
員

一

十
一

月
二
十
日
頃
に
お
届
け
し
ま
す
が

一
金
管
万
円
泊
刑
泊
株
式
会
社
殿

朝
日
町

長

本

村

本

松

一

す
で
に
第
一
期
の
と
き
に
令
官
で
御
寮
一
会
匂
万
円
北
陸
銀
行
泊
支
店
長
殿

朝
日
町

職

長

米

国

士ロ二

一

内
し
て
あ
り
ま
す
の
で
今
回
の
納
付
額

一
令
指
五
万
円
日
東
紡
績
泊
工
鴻
阿武
殿

H

控
室
俊
民
長
隣
国
ニ
之
次
郎

一

は
わ
か
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
W
一
金
壱
万
五
千
円
朝
日
町
職
員
組
合
般

入
苔
土
木
脳
血
所
長

中
島
直
治

一
、ら
今
ゆ

ι刈
附
叫
河
州
中
河
一
げ
池
小
川

一

町
内
会
国
体
募
金
高
額
者

一
一
時
は
お
お
号
の
H

あ
一

4

国

体

募

金

一位
一
一
日
開
制
一
鈴
蹴
市
町

｛！
j

i

l－
－

》

一菌
体
募
金
町
外
篤
志
寄
附
者
芳
名
そ
の
後

一

室

万

円

霊

安

正
殿

殿
町

金
を
万
円
筒
水
源
一
郎
殿

一
金

五

千

円

大

久

保

勝

伊

肱

艦

町

凶
富
市
南
昭
和
町

一
O
一一一

一

〈大
家
庄
出
身）

一
金
五
千
円

山
崎
武
則

蹴

下

町

背
山
困
子
一
蹴

一
金
訟
千
円

川
上
高

一
般

大

家

正

北
潟
道
上
川
郡
氷
山
町
六
丁

一
金

診

千

円

沢

田

喜
与
四
肢
グ

自
青
島
繁
方

一金

気

万

円

古

市

繁
太
郎
副
隈
本
舟

十
九
日

二
十
日

一一

一
日

一一一一日

二
三
日

二
四
日

二
七
日

十
一
月

一
臼

二
日
一一一日
五
日

J¥ 
日

金
壱
千
円

第
八
回
臨
時
町
議
会
開
催

十

一
月
十
三
日
午
後
二
時
四
十
分
、
出



第
五
回
朝
日
町
民
体
育
大
会

十
一
月
三
日
小
丸
山
丹
波
闘
グ
ラ
ン
ド
に
二
一
千
メ
ー
ト

ル
継
走
は

お
い
て
絶
好
の
天
気
に
恵
ま
れ
無
慮
七
千

二
位
山
崎

ハ
五
分
三
七
秒

O
）
二
位
境
ハ

の
町
民
参
加
の
も
と
に
挙
行
さ
れ
た
、
綜

一
五
分
四
二
秒
五
〉
三
位
大
家
圧
（
五
分
四

合
成
績
は

一
一一一秒七〉

（
写
真
は
町
民
体
育
大
会
）

一
位
境
（
二
三
点
）
二
位
山
崎
（
二
－
一
点
一

優

勝

旗

境

〉
＝
一
位
大
家
庄
つ
二

点
〉
四
位
宮
崎
〈
一

優
勝
カ
ッ
プ

山

崎

一
七
点
〉
五
位
間
保
（
一
六
点
）
六
位
泊

一

優

勝

楯

大

家

圧

三
区
〈

一
六
点
〉
七
位
泊

一
区
〈
一
五
点
一

（継
走
）

）
八
位
笹
川
〈
一
四
点
）

九
位
五
ケ
庄
（
一
優
勝
カ
ッ
プ

一一

点
〉
十
位
野
中

〈三
点
〉
十
一
位
泊
一
次
勝
カ
ッ
プ

ニ
区
ハ
ニ
点

〉

一

三

勝

楯
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大境山
家
庄 崎

一
の
一
寸
の
子
供
の
い
た
ず
ら
か
ら
恐
ろ
し

一
い
火
事
’
と
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

一

火
あ
そ
び
は
正
し
い
し
つ
け
で
防
ぎ
ま

一
し
よ
う
。
で
は
ど
う
す
す
れ
ば
肪
ぐ
こ
と

一
が
で
き
ま
す
か
み
ん
な
で
考
え
て
み
ま
し

一
ょ
う
。

一
＠
マ

ッ
チ
の
始
末
は
お
母
さ
ん
が
致
し
ま

’
し
ト
i
恥

’
h

，。

①
花
火
の
よ
う
に
危
い
泌
び
は
み
ん
な
の

一

見
え
る
と
こ
ろ
で
や
り
ま
し
ょ
う
。

一
自
危
L
遊
び
を
見
た
ら
み
ん
な
で
住
窓
し

－

あ
い
ま
し
ょ
う
。

し
か
し
一
番
大
切
な
こ
と
は
火
に
対
す
る

し
つ
け
を
良
く
す
る
こ
と
で
な
い
で
し
ょ

う
か。
も
し
火
事
が
あ
る
と
、
警
察
は
お
父
さ

ん
お
母
さ
ん
と
一
緒
に
し
つ
け
を
な
お
す

方
法
を
考
え
ま
す
。

も
し
不
幸
に
火
事
が
あ
り
ま
す
と
、
密

集
は
火
事
に
な
っ
た
原
因
を
調
べ
ま
す
。

ポ
ヤ
で
も
原
因
が
分
ら
な
い
と
き
は
挫

査
本
部
を
作
っ
て
探
し
ま
す
。

そ
れ
が
子
供
の
火
遊
び
と
分
り
ま
す
と

警
察
は
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
や
そ
の
子
の

保
護
者
と
相
談
し
て

一
緒
に
そ
の
子
の
悪

い
し
つ
け
を
治
す
方
法
を
考
え
ま
す
。
「

敵
前
察
は
子
供
を
罪
人
に
す
る
」
と
お
考
え

の
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
。
子
供
の
為
に
附
加

を
言
っ
た
り
し
て
か
ぼ
う
お
父
さ
ん
お
母

さ
ん
、
か
な
し
い
こ
と
で
す
が
相
当
に
多

い
の
で
す
。

も
し
子
供
の
悪
い
し
つ
け
に
泣
き
乍
ら

嘗
祭
を
さ
け
て
い
る
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん

が
お
出
で
し
た
ら
い
ま
す
ぐ
気
軽
る
に
相

般
に
お
出
で
下
さ
い
。

子
供
の
幸
せ
は
日
本
の
串
せ
で
す
警
察

も
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
と
一
緒
に
そ
の
率

せ
を
作
り
た
い
も
の
で
す。入
諮
問普
察
署

国

体

を

終

え

て

第
十
三
回
秋
草
国
体
も
十
月
二
十
三
日

で
一

般
〈
準
硬
式
）
無
事
に
小
丸
山
球
場

で
閉
幕
致
し
ま
し
た
。
大
会
に
備
え
て
寂

朝
日
町
で
は
早
く
か
ら
会
織
の
整
備
や
街

の
美
化
に
つ
と
め
、
と
く
に
宿
舎
関
係
に

意
を
払
っ
て
参
り
ま
し
た
。
大
会
を
終
っ

て
果
し
て
金
町
各
地
区
か
ら
集
っ
た
入
荷

に
こ
れ
が
ど
う
で
あ
っ
た
で
し

4
か
朝
日

町
小
丸
山
球
岡
崎
は
一
口
に
言
え
ば
「
本
当

に
心
か
ら
感
謝
し
喜
ば
れ
る
事
が
多
か
っ

た
国
体
で
あ
っ
た
。

」
選
手
団
は
十
チ
ー

ム
で
監
督
役
員
選
手
を
合
わ
せ
て
約
二
百

三
十
名
で
こ
れ
が
町
内
旅
館
に
欣
容
さ
れ

た
訳
だ
が
各
旅
館
で
は
前
も
っ
て
料
理
衛

生
接
待
な
ど
選
手
の
受
入
れ
に
万
全
の
態

勢
を
盤
え
て
い
た
の
で
一
つ
も
苦
情
も
き

か
れ
ず
た
だ
選
手
途
の
口
元
か
ら
出
る
言

葉
が
有
難
様
／
＼
の
声
で
に
ぎ
わ
い
た
。

当
町
教
委
で
は
・
中
学
校
生
徒
に
よ
る
楽

団
の
大
歓
迎
隊
に
応
援
隊
を
編
成
さ
せ
そ

れ
／
＼
受
持
の
組
を
作
り
歓
迎
旗
を
打
ち

立
て
て
選
手
連
の
出
迎
え
を
し
た
此
は
人

生
一
生
の
印
象
に
な
る
と
思
う
。
そ
し
て

モ
デ
ル
国
体
に
思
レ
出
を
残
し
て
去
っ
た

選
手
逮
は
今
は
そ
の
当
事
を
語
ろ
う
。

私
は
県
民
の
一
人
と
し
て
富
山
圏
体
を

モ
デ
ル
国
体
と
し
て
所
期
の
成
果
を
牧
め

得
た
こ
と
と
感
謝
し
て
い
る
と
共
に
も
号

一
度
こ
の
た
び
の
大
会
の
初
め
か
ら
を
ふ

り
か
え
り
喜
．
ふ
べ
き
事
は
大
い
に
喜
び
か

え
り
み
る
べ
き
点
を
再
考
し
て
頂
た
だ
き

た
い
と
思
う
者
で
す
。
（
水
島
孝
成
〉

道

踏

料

金

表

用

占

（
月
額
〉

占

極

よ
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叉
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憶
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日

よ

け

一
一
般
通
行
用
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た
め
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の
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間
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一

三
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よ
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叶
眠
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ザ
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町
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1
－
－
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昨
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た
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の

一
同

一
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敷
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占
用

（
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間

刻

引
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閉
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｜

｜

寸
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「

一
め
の
も
の

一

一

二
メ
ー
ト
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一
平
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一

日

右

以

外

の

も

の

一

一

回

一メ
ー
ト
ル
叉
は

ご
間
一

E

備
考
て
看
板
、
広
告
板
又
は
広
告
幕
の
聞
棋
は
、
額
面
又
は
蒋
の
而
般
に
よ
る

二
、
会
計
年
度
に
お
け
る
プ
件
の
占
用
料
の
総
制
が
五
十
円
未
満
の
も
の
は
、

五
十
円
と
す
る

類

価

金

額

単

用

の

電

柱

七
円

本

問

四四
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第
十
三
回
国
畏
体
育
大
会
配
念
写
真

さ

①
三
笠
宮
妃
殿
下
会
機
お
成
り
②
ご
っ
た
か
え
す
泊
目
貫
通
り

①
優
勝
四
国
代
表
井
関
農
機
＠
井
関
長
楼
主
将
の
記
念
サ
イ
ン

①
大
会
開
会
式
①
選
手
団
の
入
場
①
婦
人
会
の
マ
ス
ゲ
ー
ム

①
燈
決
勝
の
日
東
紡
グ
ラ
ン
ド

①
選
手
団
パ
レ
ー
ド
勢
ぞ
ろ
い

＠
帰
路
に
つ
く
選
手
の
歓
送
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C-4) 

，‘
切
ホ
作
朝
日
一
競
技
会
審
査
成
績
に
つ
い
－

．て
水
稲
多
枚
技
術
を
研
究
し
反
取
四
石
平

均
の
突
を
挙
げ
る
た
め
昭
和
三
十
年
度
よ

り
開
催
本
年
度
第
四
回
目
の
成
績
発
表
と

高
位
多
牧
随
者
の
表
彰
式
を
七
日
小
川
中

学
校
で
第
行
さ
れ
ま
し
た
が
そ
の
審
資
概

要
を
申
上
ま
す
。

参
加
点
数
が
三
十
一
点
で
予
間
終
拝
見
に

よ
h
v
倒
伏
の
た
め
溶
伍
が
十
一
点
あ
り
ま

し
て
倒
伏
の
原
因
は
多
肥
則
ち
哨
牧
可
能

と
の
考
へ
か
ら
地
力
を
考
へ
な
い
蜜
議
過

多
で
あ
っ
た
L

め
で
す
刈
取
審
査
は
二
十

点
致
し
た
の
で
す
。

生
育
の
積
況

苗
代
多
少
低
温
の
日
も
あ
り
ま
し
た
が

保
温
折
衷
電
熱
苗
代
に
よ
り
順
調
に
佳
苗

を
掃
棋
す
る
と
と
が
出
来
た
。

本
国
青
田
は
六

1
七
月
の
良
い
天
候
に

恵
ま
れ
て
分
撲
が
例
年
よ
り
二
！
一一一本も

多
く
し
か
も
草
丈
も
長
い
状
況
で
此
の
ま

昭和33年11月20日発行ひさあ
－L
で
は
史
上
空
前
の
四
年
連
続
大
砲
作
と

評
価
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
土
用
入
り
の
七

月
下
旬
の
風
雨
が
冠
気
浸
水
の
被
害
を
与

へ
更
に
八
月
上
旬
中
旬
下
旬
の
十
四
号
十

八
号
二
十
二
号
台
風
雨
と
近
年
稀
に
見
る

天
候
不
良
日
照
不
足
に
よ
り
同
化
作
用
が

不
順
と
な
り
寵
素
過
多
の
水
自
が
相
当
倒

伏
を
来
し
滅
牧
の
一
大
要
因
と
な
っ
た
の

で
す。

此
の
や
う
に
本
年
は
天
候
と
施
肥

の
科
学
性
が
農
家
に
は
幾
分
欠
け
た
と
思

は
れ
多
肥
増
牧
の
安
易
な
考
へ
方
を
是
正

し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

ど
の
出
品
田
も
多
肥
倒
伏
介
護
過
剰
の

た
め
穂
長
短
く
穂
笑
不
良
が
多
か
っ
た
の

で
そ
の
牧
量
は
予
想
よ
り
下
廻
り
昨
年
の

一
位
よ
め
四
斗
八
升
余
の
蹴
牧
と
な
り
本

年
の一
位
ご
位
三
位

第 39号（昭和32年8月8日）
第3種郵便物認可1

三
石
九
斗
六
升

一
ニ
石
九
斗
三
升

一
ニ
石
六
斗
九
升

田
中
栄
次
郎

百
石
正
一

消
水
信
一

三
一
石
六
斗
一
二
升
水
井
留
次

三
石
六
斗
三
升
潜
水
健
次
郎

三
石
五
斗
四
升
山
田
豊
士
山

以

上

入

賞

以
上
の
成
縦
で
あ
っ
た
が
後
半
期
の
天
候

不
良
と
は
一
式
へ
ど
臨
肥
の
科
学
性
に
よ
り

幼
秘
形
成
則
以
後
の
地
力
宰
紫
の
消
長
と

稿
肥
の
散
を
考
へ
根
腐
水
防
止
技
術
と
八

月
上
旬
以
来
の
ウ
ン
カ
防
除
の
徹
底
と
お

盆
以
後
の
降
雨
続
き
で
穂
首
イ
モ
チ
按
梗

イ
モ
チ
の
発
生
を
防
除
す
る
な
ら
ば
一
割

以
上
の
哨
牧
可
能
と
思
は
れ
る
の
で
あ
る

出
品
者
各
位
は
今
後
一
層
自
愛
さ
れ
ま
し

て
第
一
に
地
力
精
進
対
策

第
二
に
拙
肥
の
合
毘
化
と
品
種
の
選
択

第
三
に
健
苗
と
早
植
対
策

第
四
に
管
理
技
術
の
改
善

第
五
に
病
虫
害
防
除
の
徹
底

此
の
五
項
目
を
も
4
一
歩
科
学
的
に
研
密

実
行
す
る
な
ら
ば
不
良
天
候
下
に
で
も
、

I
1
b｜
／

平
均
四
石
は
可
能
で
な
か

h

旦当
F
J
ら
え
，
か
従
来
の
慣
符
民
法

d
－
岳
、

」
多
肥
即
ち
湘
牧
の
考
へ
方

l
L冊
l
＼

な

拾

て

L
い
た
い
ふ
き
た
い

と
ぷ
じ
ま
す
。

次
に
電
熱
帯
内
苗
水
稲
競
抜
会
審
査
に
つ
い

て・
申
し
ま
す
が
飽
苗
育
成
と
早
植
が
確
実

に
増
収
の
嬰
因
に
な
る
の
で
す
が
最
近
陸

苗
が
水
商
よ
り
地
牧
性
が
高
い
と
云
は
れ

各
方
而
で
研
究
さ
れ
て
ゐ
ま
す
の
で
朝
日

町
に
於
て
も
大
い
に
研
究
し
陸
苗
の
作
り

方
本
田
で
の
優
位
性
を
早
く
認
む
る
や
う

試
作
印
刷
究
し
て
い
た
ど
き
た
い、

今
後
は

陸
菌
が
必
ず
普
及
す
る
と
存
じ
ま
す
。

本
年
の
朝
日
一
の
牧
量
者
は
電
熱
育
苗

で
あ
り
ま
し
た
北
陸
配
・電
泊
営
業
所
長
よ

り
、
四
名
に
賞
状
賞
ロ
聞
を
授
与
さ
れ
ま
し

た。
次
に
朝
日
町
、
玉
憾
の
農
林
産
物
品
評
会

の
審
査
に
つ
い
て
申
上
ま
す
。

本
年
の
八
月
以
降
の
天
候
が
雨
天
曇
天

が
多
く
土
壌
水
分
過
多
の
た
め
競
莱
の
根

ぐ
さ
れ
の
発
生
土
壌
低
温
の
た
め
に
肥
科

の
効
果
が
あ
ら
は
れ
ず
生
育
が
非
常
に
悪

五四四
位位位

く
出
口
問
点
数
が
極
め
て
少
か
っ
た
こ
と
を

設
に
遺
憶
に
恩
ひ
ま
す
が
水
稲
単
作
地
帯

と
し
て
本
年
は
や
む
を
得
な
い
と
と
L
存

じ
ま
す
。

朝
日
町
と
致
し
ま
し
て
は
疏
菜
は
管
外

よ
り
輸
入
の
状
況
に
あ
る
の
で
豆
郡
葉
は

勿
論
秋
疏
菜
も
大
い
に
作
付
を
す
る
た
め

に
競
莱
技
術
研
究
会
を
結
成
す
べ
き
だ
と

存
じ
ま
す
出
品
物
に
対
し
て
は
よ
い
も
の

も
あ
り
ま
し
た
が
商
品
と
し
て
の
置
が
ま

・
と
ま
ら
な
い
の
で
大
い
に
地
反
を
計
回
し

て
播
極
通
期
、
品
種
選
訳
、
地
肥
管
理
の

研
究
、
土
地
条
件
の
設
備
を
考
へ
て
い
た

ピ
き
た
い
朝
日
町
の
特
産
と
し
て
西
瓜
胡

瓜
ト
マ
ト
葱
玉
葱
ニ

ン
ジ
ン
、
カ
ン
ラ
ン

ホ
ウ

レ
ン
サ
ウ
、
伊
勢
芋
、
ニ
ン
ニ
タ
、

百
合
、
蕗
、
ウ
ド
花
打
等
を
考
へ
て
見
る

べ
き
で
あ
る
。

果
樹
と
し
て
柿
は
本
年
は
大
豊
作
で
出

口
闘
が
非
常
に
多
く
優
秀
な
も
の
が
あ
り
ま

し
て
心
強
く
感
じ
て
ゐ
ま
す
今
後
商
品
と

し
て
出
荷
販
売
を
す
る
た
め
に
商
品
価
値

の
高
い
平
た
ね
な
し
、
三
社
、
富
有
、
水

島
の
四
品
種
に
統
一
し
て
特
産
と
し
て
集

荷
臨
売
を
計
四
す
べ
き
と
存
じ
ま
す
以
上

出
品
物
を
見
て
の
所
感
を
申
し
ま
し
た
が

審
査
の
結
果
一

等
七
点
、
二
等
十
二
点
、

三
等
が
二
十
五
点
、
鑑
賞
し
た
次
第
で
本

年
の
不
良
天
候
に
も
め
げ
ず
栽
絡
に
努
力

さ
れ
日
頃
の
技
術
研
究
の
賜
と
感
謝
申
上

げ
今
後
一
一
閣
の
精
進
を
お
祈
り
致
し
ま
し

て
審
査
報
告
と
致
し
ま
す
。

（
朝
日
投
改
普
及
所
〉

流
水
客
土
は
じ
ま
る

か
ね
て
か
ら
一
、

0
0
0万
円
の
巨
費
を

投
じ
て
工
事
中
の
黒
部
川
流
域
土
地
改
良

利
用
事
業
の
南
保
山
探
土
地
は
去
る
十
月

三
十
日
施
設
が
竣
工
し
十
一
月
四
日
か
ら

待
裂
の
流
水
客
土
を
は
じ
め
た
。

一
七
五
馬
力
の
ポ
ン
プ
を
備
え
大
平
山
一

二
万
立
米
を
プ
ル
ト
l
ザ
ー
で
く
ず
し
ホ

ー
ス
六
本
で
昼
夜
兼
行
作
業
が
続
け
ら
れ

一
日
の
客
土
約
二
町
五
反
只
今
は
五
箇
圧

月
山
地
区
へ
客
土
し
て
い
る
。

本
年
度
二

O
O町
歩
明
年
度
を
あ
わ
せ
小

川
以
東
約
五

O
O町
歩
の
浅
耕
土
地
帯
及

老
杉
田
地
帯
が
こ
の
客
土
に
よ
り
少
く
と

も
一
o
d
p
の
増
牧
が
見
込
ま
れ
期
待
さ
れ

9 
6 

て
い
る
。（
写
真
は
南
保
山
採
土
地
の
現
場
）

農
地
受
換
分
合
と
登
録
税

農
業
委
員
会
が
土
地
改
良
法
等
に
よ
る

農
地
等
の
集
団
化
の
関
係
農
地
商
積
は
概

ね
二
十
町
歩
以
上
で
う
ち
四
町
歩
以
上
の

所
有
権
移
転
が
あ
れ
ば
登
記
完
了
ま
で
農

業
委
員
会
が
行
い
登
録
税
取
得
税
等
は
免

除
さ
れ
支
す
。

法
に
よ
ら
な
い
個
人
間
の
交
換
で
あ
っ

て
も
北
地
集
団
化
促
進
の
た
め
特
例
が
出

て
昭
和
三
十
四
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

に
農
業
萎
員
会
の
あ
っ
せ
ん
に
よ
る
交
換

の
登
録
制
は
評
価
額
の
千
分
の
六
（
売
買

は
千
分
の
五
十
、
贈
与
は
千
分
の
二
十
五

相
続
は
千
分
の
六
）
で
登
記
で
き
ま
す
。

従
来
都
合
で
交
換
耕
作
し
て
い
る
農
地

や
交
換
す
れ
ば
お
亙
レ
に
都
合
が
良
い
農

地
の
所
有
権
移
転
は
農
業
委
員
会
に
交
換

あ
っ
せ
ん
を
申
出
下
さ
い
。

と
お
り
に
な
り
ま
し
た
。

＠
病
寄

セ
レ
サ
ン
（
一三
位
袋
）
二

O
、

0
0
0袋

金

額

四

凶

O
万
円

撤
粉
ボ
ル
ド
そ
の
他
（
三
一
庖
袋
）
回
、

0

0
0袋
金

額

一

O
O万
円

＠
虫
笹

川
ラ
チ
オ
ン
粉
剤
並
び
に
B
H
C
粉
剤

’
（一
二
庇

入

）

二

O
、
0
0
0袋

金

額

五

O
O万
円

マ
ラ
ソ
ン
粉
剤
〈
三
班
入
）
－
八
、

0
0

0
袋

金

制

四

一
四
万
円

合

計

て

明

五

四

万

円

平
均
反
当
設
楽
代
金
七
二
七
円

国
体
相
撲
に
活
躍

宮
崎
出
身
の
水
島
君

東
京
都
青
年
部
代
表
選
手
、
水
島
康
・
夫

君
は
宮
崎
の
出
身
で
あ
る
が
国
体
相
撲
で

決
勝
第
二
位
、
綜
合
で
第
一
位
の
成
績
で

あ
っ
た
。
自
衛
官
募
集
／

防
衛
庁
で
は
左
記
に
よ
り
二
等
陸
、
海

空
士
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

＠
応
募
資
絡

心
身
共
に
強
健
な
男
子
で

昭
和
九
年
三
月
ご
日
か
ら
昭
和
十
六

年
三
月
一
日
ま
で
の
聞
に
生
れ
た
者
・

中
学
校
卒
業
程
度
以
上
の
学
力
を
’
有

す
る
者
。

＠
受
付
期
間

十
一
月
二
十
日
（
木
〉
か
ら
一
月
十
四

日
（
水
）
ま
で

＠
志
願
手
続

志
願
者
は
役
場
又
は
支
所
か
ら
志
願
襲

一
通
を
受
け
取
り
、
こ
れ
に
所
要
時
項

を
記
入
の
上
、
役
場
支
は
支
所
へ
提
出

し
て
下
さ
い
。

＠

試

験

試
験
は
一
月
末
頃
で
筆
記
、
口
述
試
験

及
び
身
体
検
査
を
行
い
一
日
で
終
り
ま

す
。
試
験
湯
は
、
魚
津
市
、
富
山
市
、

高
岡
市
に
設
け
ら
れ
ま
す
。

＠

そ

の

他

な
お
不
明
な
点
が
あ
れ
ば
役
場
総
務
課

へ
問
合
せ
て
下
さ
い
。

今
年
の
稲
作
に
使
っ
た
農
薬

本
年
の
稲
作
も
植
付
以
来
新
聞
紙
上
で
四

年
続
き
の
大
豊
作
と
報
ぜ
ら
れ
て
い
ま
し

た
が
朝
日
町
は
特
産
の
黒
持
象
と
山
間
地

帯
の
イ
モ
チ
病
更
に
ウ
シ
カ
の
異
状
発
生

に
よ
り
朝
日
町
水
稲
作
付
面
積
約
二
、

0

0
0町
歩
の
約
八

O
%に
発
生
し
こ
れ
ら

の
病
害
虫
防
除
に
使
っ
た
農
薬
を
産
業
課

で
九
月
十
日
現
在
で
調
査
の
結
果
京
記
の


